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セカンドハンドは「チャリティショップ」と呼ばれるお店を運営し、その収益でカンボジアの支援をしています。
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9月～ 1 1 月までの 3ヶ月間にご寄付をくださった方々です。【順不同・敬称略】
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カンボジア メモ

お盆休み：8/13（金）～8/16（月）

10月、『みなこいワールドフェスタ』が開催されました。第 30回目となった

このイベントは、10/6～10/29 の期間中、“みなこい”地域各地で様々な国

際協力イベントが開催されました。セカンドハンド駒ヶ根としては、最終日

に行われたスタンプラリーの景品として、カンボジアのフェアトレード商品

を使っていただきました！

※“みなこい”とは、長野県南部上伊那地域にある４市町村(宮田村、中川村、駒ヶ根

市、飯島町 )の頭文字からつくられた造語で、「皆、来い」というみんなにこの地域に来

てほしい想いも重ねて「みなこい」と呼んでいます。
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10月にはセカンドハンドの物販イベントに私自身参加し、少しでも多くの方

に私たちが支援を行う奨学生たちがどんな環境、想いで暮らしているのか

をお話しました。すると、「他人事じゃないんだね」「私も協力させて！」と年

齢問わずたくさんの方が楽しそうに私たちの活動に手を差し伸べてくれま

した。また毎月4回ほど募金活動も行いました。少しずつ寒くなる中でも「こ

の活動に賛同するよ頑張ってね」と温かい言葉もたくさん掛けて貰いまし

た。そのたくさんの暖かさが繋がりユースが支援していた高校生 1 名が無

事卒業できることになりました^^私たちの目標を達成できたこと、日々の

活動意義を実感できとても嬉しい気持ちでいっぱいです！！（代表・菅原）

11月5日、フリーマーケット型交流イベント「さっぽろ国際マーケット」に

初めて出店しました。さまざまな国の人々が雑貨、クラフト、お菓子等を販

売するフリマの他、プレゼントが当たるくじ引きやゲームなどもありまし

た。中でもキッズ向けの「英語でショッピング体験」が人気で、セカンドハン

ド北海道のブースでも親御さんやボランティアに付き添われたお子さんが

一生懸命、英語でやりとりし、スプーンやブレスレットなどを買ってくれまし

た。大人には色鮮やかなスカーフが好評でした。今後も新たな出店の機会

を探ろうと思います。

カンボジアの 500 リエル紙幣には、

日本の無償協力によって作られた

宇多津町立宇多津小学校 6年生の皆さんが、校内の学習発表会でセカンドハンドの取り組みについて

発表してくれました。また、その日集まった保護者の方々へ、セカンドハンドが扱うフェアトレード商品

の販売や募金活動を行い、集まったお金を寄付してくれました。
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青野千恵子、朝倉努、伊賀憲子、池内保、岡本洋功、大田千恵美、大廣智佳子、川﨑

多恵子、片山績、亀山誠子、葛井昭彦、呉妙専、白川ふみ、清水博子、末澤一誠、セ

カンドハンド駒ヶ根、俵恵美、田村美津子、塚田泰代、東新電気㈱東秀憲、西川三

枝子、西川亜里、沼田章、のぞみ総合法律事務所、林香子、舟越和代、堀美紀子、松

原志乃、前田典子、松尾加代子、美濃吉広、宮本明宜、三木佳子、森口洋子、森野栄

子、吉本房子、横田千春、若杉淳子

「きずな橋」「つばさ橋」

とともに日本国旗が描

かれている。



フェアトレード
新商品入荷

ラチャナの工房で製作された、サロ

ン生地を使った新製品を入荷しま

した。セカンドハンド各店舗やイベ

ントで販売を開始しています。
数年の試験販売を経て７種の製品を正式に
商品化しました。ぜひ店頭でご覧ください！

Independence
Support

女性の
自立支援

Women’s

【サロン】
自宅で寛ぐ時に腰巻きとして使われる。田
植えなどの外仕事をする際にも大活躍。

ショッピングバッグ（サロン）
　 ¥1,200

ブックカバー（サロン）
　¥1,300

コインケース（サロン）
　   ¥500

四角ポーチ（サロン）
　¥500

名刺入れ
　（右：コットン）　￥1,000
　（左:サロン）　￥900

デザインポーチ（サロン）
　     ¥1,400

フェアトレード商品のご購入だけでなく、商品の委託

販売などを通じて、工房で働く女性たちの生活を支え

ることができます。ご関心をお持ちの方は、お気軽に

事務局までお問い合わせ下さい。

●委託販売先募集

委託契約を通じた商品の販売にご協力いただける企

業や店舗を募集しています。

●受注契約先募集

お使いの布製品をフェアトレード

製品に代えてみませんか。

特注もお気軽にご相談ください。

< 発注元＞
　高松和貴こども園　

三宅産業株式会社
リフォームショップ M's style

カフェレスト　オリーブ

子どもたちの制服

●出店イベント募集

商品を販売するイベントやスペース

をご提供いただける企業、団体、店

舗などを募集しています。

Announcement
お知らせ

1994 年、カンボジアの人々の笑顔のために、私たちの小さなセカンドハンド（もう片方の手＝余力）

で高松市南新町に小さなショップをオープンしてから30 年が経とうとしています。

カンボジアをはじめ、世界の人々の笑顔を増やすことができているのも、これまでセカンドハンド

を支えてくださった皆さまのおかげです。これからも、皆さまからのお力添えをさらに大きな推進

力に変え、前に進んで参ります。

今年は３０周年を記念し、グッズや冊子の作成、イベント開催を行う予定です。詳細につきまして

は、ぜひ次号をお待ちください。

セカンドハンド
設立３０周年

●ボランティアをはじめたきっかけは？

歩いている時に、お店の前のボランティア募集のポスターを見て、ここでボラ

ンティアをしようと思いました。まさにポスターが私を呼んだ感じです（笑）

今は皆さんが寄付してくださった品物をお店で陳列・販売しています。

Charity Shop

チャリティ
ショップ ボランティア紹介

今年 5月 27 日、セカンドハンド

は設立 30周年を迎えます。

お店番ボランティアの前川さ

んをご紹介します。高松店、

片原町店の２店舗でお手伝

いしてくださっています。

前川眞弓さん
（ボランティア歴２年）

県立保健医療大学文化祭

＜協力店＞
　カフェレスト　オリーブ（三豊市）、　和カフェぐぅ（直島町）
　三宅産業株式会社　高松支店

和カフェぐぅ

●やりがいは？

販売したお金の一部が、カンボジアの子どもたちの

今を助けていると思うと何かやりがいも感じます。近

い将来、その子どもたちが日本に勉強に来てくれたら

なぁと思います。もちろん、その時も全力で応援しま

す。

いつもお店を応援してくれているお客様との会話も

楽しいですね。「久しぶり」、「いい買い物できたわ」、

中には私たちがボランティアと知っていて「ご苦労さ

ま」と言ってくださるお客様もいます。笑顔で会話を

していたら何か幸せな気分になるから、あら不思議

です。

週１回、１時間くらいならお手伝いできるかなと思っ

てる皆さん、ぜひぜひ仲間になりませんか？


